
在
宅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修

「
訪
問
介
護
員
研
修
３
級
課
程
」

▽
日
時

６
月
１８
日
�
〜
７
月
２

日
�
の
期
間
の
う
ち
１０
日
間
。
お

お
む
ね
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
を

予
定（
日
に
よ
っ
て
若
干
変
更
あ
り
）。

▽
会
場

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
（
大
通
西
１９
）。

▽
対
象

区
内
に
お
住
ま
い
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
登
録
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
方
。

▽
定
員
・
費
用

３０
人
・
３
千
４００

円
。

▽
申
込

６
月
１３
日
�
ま
で
に
電

話
で
。
多
数
時
抽
選
。

※
講
座
を
修
了
し
た
方
に
は
、
３

級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
証
書
を

お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
・
詳
細

中
央
区
社
会
福
祉
協

議
会

�（
２８１
）６
１
１
３

学
校
プ
ー
ル
の
開
放

▽
期
間

７
月
５
日
�
〜
８
月
３１

日
�
の
土
・
日
曜
日
。
実
施
日
は

各
校
で
異
な
り
ま
す
。

▽
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時
。

▽
対
象

小
学
生
と
付
き
添
い
の

い
る
幼
児
（
泳
げ
な
い
小
学
生
の

保
護
者
の
付
き
添
い
可
）。

▽
開
放
校

区
内
小
学
校
（
円
山

・
山
鼻
・
大
通
・
盤
渓
・
幌
西
・

桑
園
・
二
条
・
日
新
・
緑
丘
・
宮

の
森
・
伏
見
・
中
央
・
大
倉
山
・

三
角
山
・
山
鼻
南
）
と
柏
中
学
校
。

※
気
象
状
況
、
工
事
な
ど
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細

札
幌
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
団
施
設
課

�（
５３０
）５
９
０
５

幼
児
新
体
操
教
室

▽
日
時

７
月
８
日
�
〜
１０
月
７

日
�
の
火
曜
日
、
午
後
２
時
４５
分

〜
３
時
４５
分
。
全
１０
回
。

▽
会
場

中
央
体
育
館（
大
通
東
５
）。

▽
対
象

受
講
初
日
の
時
点
で
満

４
歳
〜
就
学
前
の
女
児
。

▽
定
員
・
費
用

２０
人
・
６
千
１００

円
。

▽
申
込

６
月
１１
日
�
〜
１５
日
�

の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
に
電
話

で
。
多
数
時
抽
選
。

申
込
・
詳
細

中
央
体
育
館

�（
２５１
）１
８
１
５

明
治
に
始
ま
る
長
い
歴
史
を
持

ち
、
多
く
の
人
々
の
活
気
に
満

ち
て
い
た
「
円
山
朝
市
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

明
治
時
代
に
な
っ
て
札
幌
の
開

拓
が
進
み
、
人
口
が
増
え
て
く
る

と
、
市
街
地
で
の
野
菜
の
需
要
も

高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
の
農
家
は
、
主
に
近
隣
の
住
民

を
相
手
に
野
菜
を
売
っ
て
い
ま
し

た
が
、
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
、

次
第
に
街
ま
で
運
ん
で
売
り
歩
く

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
野
菜
を
ま
と
め
買
い
し
て
小

売
り
す
る
仲
買

人
も
現
れ
始
め

ま
し
た
。

明
治
の
中
ご

ろ
、
そ
う
し
た

農
家
や
仲
買
人

が
、
当
時
街
外

れ
だ
っ
た
南
一

条
西
一
一
丁
目
付
近
に
自
然
と
集

ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
、
平
岸
や
豊
平
、
白
石
、

琴
似
な
ど
か
ら
も
農
家
が
集
ま
っ

て
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
円
山
方

面
か
ら
来
る
農
家
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
い
つ
の
間
に
か
、
円
山

朝
市
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
、
現
在
の
よ
う
に
、
野

菜
を
冷
蔵
庫
で
保
管
し
て
お
く
こ

と
が
で
き
な
い
時
代
で
す
。
仲
買

人
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
仕
入
れ

た
野
菜
を
持
ち
帰
り
、
売
り
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
せ
り
は
早
朝
か
ら
行

わ
れ
、
最
も
市
場
が
活
気
づ
く
時

間
帯
は
、
午
前
五
時
こ
ろ
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。

円
山
朝
市
で
は
、
多
く
の
農
家

や
仲
買
人
が
せ
り
に
参
加
し
、
自

然
と
そ
の
日
の
相
場
価
格
が
成
立

す
る
た
め
、
安
定
し
た
価
格
で
取

引
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
仲
買
人
は
一
カ
所
で
さ
ま
ざ

ま
な
野
菜
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
農
家
に
と
っ
て
も
、
ど
ん

な
野
菜
で
も
売
る
こ
と
が
で
き
る

上
、
早
朝
に
取
引
が
終
わ
る
の
で
、

帰
っ
て
か
ら
農
作
業
を
続
け
ら
れ

る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
ま
す
ま
す
多
く
の
農

家
や
仲
買
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
、
大
正
七
年
に
は
、
朝
市
を
運

営
す
る
組
合
が
つ
く
ら
れ
る
に
至

り
ま
す
。

盛
況
ぶ
り
が
増
し
て
い
く
中
、

市
街
地
が
広
が
る
に
つ
れ
、
朝
市

の
場
所
も
徐
々
に
西
へ
移
動
し
て

い
き
ま
し
た
。
十
二
年
に
は
、
南

一
条
西
二
四
丁
目
か
ら
大
通
西
二

四
丁
目
ま
で
の
一
角
に
、
荷
馬
車

置
場
な
ど
を
備
え
た
建
物
も
完
成

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
札
幌
に

暮
ら
す
人
々
へ
の
野
菜
提
供
の
中

心
地
と
し
て
長
い
間
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
が
、
戦
時
体
制
が
進
む
に
つ

れ
、
自
由
な
取
引
が
難
し
く
な
り
、

そ
の
に
ぎ
わ
い
も
次
第
に
失
わ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

負傷者数

９８２
（＋９３）

５，３７５
（＋３５６）

死者数

０
（－４）

１３
（－６）

発生件数

８００
（＋９６）

４，３８６
（＋３３２）

中央区

札幌市

自
転
車
は
、
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
と
同
じ
「
車
両
」
の
仲
間
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う

歴
史
の
散
歩
道
第９０回

中央区
せ
り
の
声
が
飛
び
交
っ
た

円

山

朝

市

大正時代の円山朝市
（札幌市教育委員会文化資料室所蔵）

さまざまな野菜が集まった朝市の様子
（札幌市教育委員会文化資料室所蔵）

※平成１５年５月１９日現在。
（ ）は前年比

交通事故発生件数

8中央

６月１１日からの内容です
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